
取扱説明書 



この度は製な r = ホ目 200 V 3 HP スポット クーラー SAC — 7 5 0 0 J をお買い上げ頂きまして誠に あ y がと ラ ございます。 

ご使用前に必ず取扱説明書をお読みください。なお、この取扱説明書は大切に保管してください。 




















【安を上のごミ主意】 

〇ご使用になる前に安全上のを意をよくお読みにな y 正しくお使いください。 

〇ここに示した生喜事項は、守らないヒ人身事改や家財の損害に結びつく重大な内容を記載していますので必ず守つてくださし、。 
〇お読みになつた後は、お使いになる方がいつでを見られる場所に保管してください。 

〇表示と意がについて 


表 示 

表示の意巧 

A 

警告 

誤った取 y 扱いをすると、人が死亡または重傷を負ラ危険性が想定される 
内容を示しています。 

A 

ミ主意 

誤った取 y 扱いをすると、人が傷きを負ったリ、物的損害の発生が想定される 
内容を示しています。 


図記号 

•の例 

図記号の意巧 


分解禁止 

〇の記号は、禁止の行為を示します。（してはいけないこと） 

具体的な禁止内容は、文章や給で示します。 

ち図の場合は、「分解禁止 J を示しています。 

〇 

アース線 
接続 

•の記号は、行為を強制した y 指示する内容を示しています。 

具体的な強制内容は、文章や給で示します。 

ち図の場合は、「アースをとる J ことを示しています。 


〇警告 A 



絶巧に改造はしないでください。义災 
-感電-クガの恐れがあ y ます。 

i 

1 

電源は、=巧 200 V をご使用ください。 
=袍20(^似タトの電源を使ラと、义災 • 
感電の恐れがあ y ます。 


修理技術者似タトの人は、分解-修理を 
しないでくださし、。义災-感電-ケガの 
恐れがあ y ます。修理はお買い上げの 
販売店またはお客様ホ目談窓□にご連絡 
ください。 

i 

> 

お手入れ、取付の時には、必ず電源を 
切り、電気を止ゆてください。また、 
濡れた手で操作しないでください。 
感電の恐れがあ y ます。 

Q 

失了油、ガソリン、ペンジン、シンナー、 
塗お瞎や、その他引火性のもの、爆発の 
恐れのあるをのの近くでは使用しない 
こと。爆発•义災の原因にな y ます。 

1 

> 

ご使用の際はアースは確実に取 y 付け、 
漏電ブレーカー側売巿販品)を使用して 
ください。 

〇 

単独の電源で使用してください。他の 
器具と f 并用すると、分岐部が異常鶏熟し 
発义することがあ y ます。 


1 

電気部品は化や洗剤をかけたリ、吹き 
付けた y しなし、でくださし、。ミ願によリ、 
义災-感電の恐れがあ y ます。 

Q 

麵を討る sbrw ) •质 y ますので、綱こ 
長時間、体をあてないでください。 

i 

1 

化平で硬い安定した場所に設置して 
ください。 


1 




















o 生看 A 


(§) 

义気に近づけないでください。本体の 
変おによ y シヨー トする恐れがあ y ます。 

〇 

電気工事は必ず電気工事±が巧って 
ください。電気設備基華や内線規定に 
従って安全-確実に巧ってください。 
誤った電気工事は义災、感電の原因に 
な y ます。 

(| 

l) 

お瞒〇には指や手を入れないで< ださし、0 

〇 

船舶-車両等の空調用としては使用 
しないでください。水漏れ•漏電の 
原因にな y ます。 

i 


長時間ご使用にならない時は、電源を 
切 y、 電気を止めてください。絶縁 
劣化による感電-漏電-义災の恐れが 
あ y ます。 

〇 

アルミニウ厶-巧銷-マグネシウ厶 • 
チタンなどの爆発性粉塵、ガス蒸^の 
近くでは使用しないでください。 



ご使用中に異常（回乾停止-異常音- 
異常振動-異臭）等が発生した時は 
直ちに使用を止ゆて電源を切リ、電気を 
止めてください。义災•感電の恐れが 
あ y ます。 

〇 

運掠時は、タイやロックを効かだて 
本体が画めの:いように固定して < ださし、0 
本体が不用意に動くと、クガや事がの 
原因にな y ます。 

c 


で備して < 筋し、 
感電-义災-故障の原因にな y ます。 

18 で〜 43 でた 1 内でご使用ください。 

〇 

フィ JI/5M こ紙が K 贬脱ないでくだ S し、 

c 


お手入れは、必ず主電源を切 y 電気を 
止めてから巧ってください。感電や 
クガをする恐れがあ y ます。 

〇 

搬入-移動の際は、重/こぃ重量を考慮 
して作業してください。 

1 

1 

屋外、屋内での化のかかる場所では 
使用しないでください。 

〇 

本体は横倒しにしないでください。 


型 式 

SAC -7500 

電 源 

=ネ 目 200 V 

巧房能力 ( kW ) 

7.5 

周波数 （ Hz ) 

50 

60 

定格電流 （ A ) 

12.3 

13.8 

消費電力 （ W ) 

3570 

4000 

力 率（％) 

83 

85 

巧風側風量 （ mVmin ) 

22 

24 

排熱側風量 （ mVmin ) 

60 

66 

圧縮機 

全閉型ロータリー 

除湿化の処理方法 

ドレン ホース 

巧 媒 

R 22 

巧媒封入量 （ g ) 

3500 

圧縮機保護装置 

才ーバー □ —ドリレー 

本体寸法 ( mm ) (ダクト含まず） 

幅900 X 奧巧700 X 高さ990 

質 量 

約 146 kg 

運乾可能条件 

18で〜43で 


※製品のタト観-仕様等は改良等のため、そ告無く変更することがあ y ます。 

※お房能力及び、電気特性は室温35で相が湿度60%のま件で運拓したときの値です。 
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【き部き称】 



扫が □ 


【捆包内容】 ※大きさは実寸比ヒ異な y ます。 




け？けけ？ 

冷風□取付用ネジ X 8 



ドレンホース X 1 
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【組み立て方】 


ミ主意 


♦巧風ダクトの吹き出し□を塞いだ y 物を入れた y しないでください。 


•巧風ダクトの取 y 付け 

《1»エルボ取付ブレートの取 y 付け方 

巧風□の上にエルボ取付ブレートを置き、ネジ巧の位置 （4 箇所 X 3) をあわだてネジでしつか y ヒ取 y 付けます。 


«2»エルボの取 y 付け方 

エルボをエルボ取巧ブレートの巧に合わだ、カチッヒ音がするまでしつか y とおめ化みます。 

«3»巧風ダクトの取 y 付け方 

巧風ダクト用ェルボの凹部に巧風ダクトの凸部を合わだてはゆ化み、ち側に止まるまで回して取 y 付けます。 
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•フレキシブルダクトの取 y 付け 

《1»フレキシブルダクト用お風□の取 y 付け方 

巧風□の上にフレキシブルダクト用巧風□を置き、ネジ巧の位置 （8 箇所）をあわだてネジでしつか y ヒ取 y 付け 
ます。 


ネジ^^ 



《2»フレキシブルダクトの取 y 付け方 

フレキシブルダクト用巧風□にフレキシブルダクトのひをが付いている方を差し化み、ひをを確実に縛 y ます。 
フレキシブルダクトは極端に巧げないでできる限 y 直線にして張 y が出るよラにしてください。 

フレキシブルダクトには吊金具が付いてますので高所に取 y 付けられます。 
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【本体と電源の接続】 



を意 


※下記内容は必ず守クてください。 


♦電源コードは付属されてお y まだん。配線の長さに応じて適切な太さのコードをご購入のラえ、ご使用ください。 
♦電気工事は、必ず電気工事±の有資格者、認定を受けた電気工事店に依頼し、電気設備基準•内線規定に從つた 
設置をしてください。 

♦接続電源はスポットクーラー専用でご使用ください。同じ電源に複数の機器を接続すると電圧降下を起こし、 
スポットクーラーの故障に繫が y ます。 

♦電源コードは長さに応じて機器の消費電力に十分巧応できる太さのコードをご使用ください。（必要た I 上に長い 
コードや経の細いコードは電気の容量不足を起こし、機器の故障原因にな y ます。） 


《1»電源は、き用電源（回線）よ y おと y ください。 

《2»ヴービスカバーをタトします。 

《3»サービスカバー内の配線接続用の端子台に電源コードを接続します。 

接続不良や接触不良を防ぐたゆ、電源コードの先端に丸端子等を取付加工 
して端子台に接続してください。 

※電源コード取付の際には配線ミス（逆ホ目）に十分を意してください。 

逆粗接続の場合、エラーとな y 電源が入 y まだん。 

《4»端子台横のアースネジにアース線を取付けてください。 

《5»ヴービスカ八'一内の電源コード固定具でコードを固定し、ヴービスカバーを 
元に戻してください。 

-電源コード及びアース線は、 10 m 似巧の長さでご使用くださいますよラお願い 
いたします。 （10 m 似上の長さでご使用になる場合には、必ず電気工事±等の 
有資格者にご巧談のラえ、適切な太さの電源コードをご使用くださいますよラ 
お願いいたします。） 

-お手入れや長期間ご使用されないとき等、本体への電気の供給を止められるように、 
ブレーカーや開閉器等から本体へ配線を巧ってください。 

※電源の接続や配線等の電気工事（配線作業）は、電気工事法等によん無資格者が 
工事を巧ラことはできまだん。必ず電気工事±等の有資格者に工事を依頼して 
ください。 

※無資巧者の工事によ y 人的被き（感電等）及び物的被き（シヨート、漏電、機器の 
破損等）が発生した場合、保証巧象タトとな y ますので、ごを意ください。 


【エラー表示な】 




-電源の異常から本体を保護するため、中央基盤の下部にあるエラー表示、灯によん異常の内容を確認することができます。 

. 中央基盤は本体ヴービスカバー側の側面カバーを取 y タトした端子台の上にあ y ます。 

※側面カバーをタトす際は必ず下部ネジ （2 箇所）を取 y タトしてから側面カバーを留めているネジ （4 箇所）を取 y タトしてくださし、。 
ネジ （4 箇所）を取 y タトしてから下部ネジ （2 箇所）を取 y タトすと、側面カバーが落下しますので大変危険です。 

エラー表示なが常時点、灯している場合は正常です。 

エラー表示、灯が点滅をしているときは、スイツチを OFF にし、電源を切つてから、異常の原因を取 y 除いてご使用を 
再開してください。 



エラー 表示な 


点滅間隔 

が態 

1回/8秒 

接線の1ホ目入電ナシ（欠ホ目） 

2回/8秒 

逆ホ目接続 

3回/8秒 

過熱保護装置作動 

4回/8秒 

過電流 

常時点好 

正常 
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【ドレンホース】 

•除湿した化は本体正面下部にあるが化□からが出されます。 

• 付属のドレンホースをおが□に接続して、おがを巧つてください。 


【本体の設置】 

-天板よ y 上は 200 cm 、 本体4俱晒（輸^は 50 cmUtb のスぺ一別、 
ある場所に設置してください。 



ミ主意 


♦フイルターの前面、巧風ダクト • 瓣熟フアンの上に物を置かないで 
ください。 

♦短酸-硫酸等著しく金属を腐食さはるガスや蒸気がを在する 
場所に設置しないでください。ガス漏れや、性能を低下さはる 
恐れがあ y ます。 

♦本機は屋タト仕様ではあ y まだん。直接雨水がかからないよラに 
してください。漏電や電気部品の故障の原因とな y ます。 


【タイやロック】 

•設置場所では安全のため、タイやロックをしてください。 
タイや横のツマミを下げるヒタイやがロックされます。 


200 cmiy 上 




【操作方法】 



ミ主意 


♦本機は、周囲の温度が18りん b 430 な TF の環境でお使いくださし、。 
1化ぶ TF でご使用になられると、本体内部力’、結露し、本体碱 i の 
原因とな y ます。 


•運括方法と巧風/送風切替 

電源スイッチを roNj にすると運括が開始され、 roFFj にすると 
運括を停止します。 

※'ま意 

運搬後巧却液が落ち着くまで3時間!;(上時間をおいてから電源を 
入れてください。 

電源スイッチを rOFFJ にした直後は、3分た1上お待ちになつて 
から運括を巧ってください。保護装置が働き、運乾しない場合が 
あ y ます。 



•風向き調節 

巧風ダクトは、お好みの方向に動かだますので、調節してご使用ください。 

巧風ダクトは上下 • ちちで約100度、エルボはちちのエルボが約180度、中央のエルボが約120度調節できます。 
※'ま意 

ェルボでの風向き調節の際には、ダクト部で動かすのではなくェルボを持って動かしてください。 
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【お手入れと保管】 


ミ主意 


♦フイルター掃除はこまめに巧つてください。フイルターが巧れているヒ本体内部が結露し、故障の原因とな y ます。 


-フイルターは、ホコリを掃除機等で十分吸い取つてからご使用くださし、。 
フイルターは下側を上に持ち上げてから手前に引いて取 y 出します。 



【保守と点検】 

〇ネジ等のゆるみがないか確認し、ゆるみがある場合は締め直してください。 

〇ご使用後は、乾いた巧等でちれを城き取つてください。みがき粉、ガソリン、ペンジン等での清掃は、本体を傷める恐れが 
あ y ますので、避けてください。 

〇本機は、お子様の手の届かない所に保管し、湿度の高い所、雨のかかる所、直射曰光の当たる所は避けてください。 

※'ま意 

保守、点檢、部品交換等の際は、必ず主電源を切ん本体への電気の供給を遮断したことを確認してから巧つてください。 


-保護装置- 

• コンブレッヴ用才 ーバーロー ドリ レー 
電足の低下などによる過電流や異常過熱からコンブレッサを保護する装置 
※を意 

オーバーロードリレーが頻繁に作動する場合は、原因を取 y 除いてからご使用ください。 


【廃棄方法】 

本製品は、フロンガスが使用されてお y 、 フロン回股破壊法における第一種特定製品として扱われます。 
製品を廃棄するときは、下記にごを意ください。 

•この製品は、特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）の適用製品ではあ y まだん。 

廃棄する場をは、使用者ご自身の負担によ y 、 き門の回股業者（登録制）に委託し、適切に処理してくださし、。 
廃棄に ついて ご不明な点は、さ地方自治体の窓□に確認をお願いいたします。 
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【故障の原因と巧策】 


故障の種類 

原 因 

巧 策 

運転しない 

ブレーカー等の作動によ y 、 本体に電気が 
供給されていない。 

ブレーカー等の確認をし、本体に電気を 
供給してください。 

才ーパーロードリレーが作動している。 

スイツチを rOFFJ にして3分た1上時間を 
おいてから再起動してください。 

ヴービスカバー巧のエラー表示、灯を確認する。 

エラーの原因を取 y 除いてください。 

巧えない 

前フイルター、巧風□、瓣熟フアンが障害物で 
ふさがれている。 

障害物を取 y 除いてください。 

フイルターが巧れている。 

フイルターの掃除をしてください。 

周囲の温度が18で似下またはが C を超えている。 

18で〜43で似巧でご使用ください。 

化が漏れる 

ドレンホースを正しく取 y 付けていない。 

正しく取 y 付けてください。 

フイルターが巧れている。 

フイルターの掃除をしてください。 

霜が付< 

周囲の温度が18で似下になつている。 

1が C 1 U 上でご使用ください。 

フイルターが巧れている。 

フイルターの掃除をしてください。 

ドライや一部が巧れている。 

フイルターをタトし、エアコンクリーナー等で 
ドライや一をきれいにする。 


【オブシヨン品のご案巧】 


製品名 

型き 

入数 

JAN ]— ド 

200 mm 軸流送排風機用フレキシブルダクト 

FD -200 

1 

4511340110183 

巧風延長ダクト 3 m 

ED -3 C 

1 

4511340911094 

イ申縮タイプ巧風延長ダクト 3 m 

EDS -3 C 

1 

4511340110213 

フイルター ( SAC - 7500用） 

FL -50 

1 

4511340911834 


【フレキシブルダクトの延長方法】 

-フレキシブルダクトを複数使って延長する場合は、本体に接続してあるフレキシブルダクトのリング側を内側にして、 
延長するフレキシブルダクトのひを側をタト側にして縛ってください。フレキシブルダクトは極端に巧げないでできる限 y 
直線にして張 y が出るよラにしてください。 





























